


情報社会に生きる子供たちが、コンピュータに意図した処理を行うよう指示する活動を通して、コンピュータはプログラムで
働き、日常生活の様々な場面で使われ、生活を便利にしていることを学びます。スクラッチによるプログラミングを通して、
論理的思考を身に付け、身近な問題の発見・解決にコンピュータの働きを生かし、主体的に取り組む力を育みます。


